

















この作品の意図も，その例外でなく， テンポの早い多忙な生活を送るキャリア ・ウーマ ンの
ために，通勤，外出，観劇，むよばれ着なと＼二組のJI，つま りシ ャネル ・スーツ とブラウス
・スー ツ， を効不よ く主任み合せて，多様に者用できるように考えた， アンサンプルである。
デザインは，シャネル ・スーツとブラウス・スーツである。従来，シャネル ・スーツの形
そのものは，極く シンプルで飾りブレート、の扱いで，上品な美しさが感じ られ，どこへでも着
て行かれる機能性をもったス ツで，60数年も前にコゴ・ シャネルが世に出したス ツといわ
れているが，そのすぐれた持味が現代人のライ フ・スタ イルに合うため，流行に関係なく常に
着用されている代表的なスーツである。
また，ブラウス ・スーツは，J：下別素材で製作するブラウス ・スカート に対して，閉じ素材
で作ったJ日の，一般的な呼び名で，ウエストにベルトを締めると，ワ ンピー スJt1にもみえて，
着こなしの変化が楽しめる上下IJ日である。
ブラウスの代りに，スタイ ル画 （凶1）にみられるようなタン ク・卜γプを閉じ布地で用意
し，配色のよい造花な どを胸も とに飾る事によって伎の華やかな会合にも通用するフォーマル
な 「装しづ ともなる，この場合，スカ トのプリーツ巾よりも，タン ク・卜 yプは細目のプリ
ーツの方が全体のバランスがよい。
素材は，シャネル・スーツに大判のテーブル ・クロス （綿レース）で生成りの地に黒の縁か
がりの入った布を使用し， ブラウス ・スーツには，横に細かいプリーツ加工のあるポリエステ
ル100%のパウダー ・ブルーの薄地を使用した。
裁断は，綿レースの中央に大きな図柄があり，模様が一定していないため，前後身頃，袖，
スカー卜の型紙の配置に留意した。 凶2は， その裁断閃であるが，完成した作品は，IJ日地用の
布では出せないユニークな閃柄を生かして，オリ ジナルなものとな った。
縫製過程では，綿レースの上着を一枚仕立てとした。素材が粗日に織られているため，全体
に裏打の必要性を感じたが透ける素材の特性を生かし，ブラウスとの色彩効果を考え裏なしと
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した。 しかし肩 ・IJおなど主要な縫目の部
分には透明なゴースを貼り静岡目の袋縫い
に仕，'7:て f-.lfた。更に，袖口周｜荊，衿ぐ
り，前中央，裾にかけて，ここにも伸び
止めを兼ねて，ゴ スを接着し，飾り プ
レー ドを使い，S泰どりをほどこして，全
f本をひきしめた。
写真lは，春先から初夏頃まで、の外出
着，アクセサリーの変化でセミフォーマ
ルとしても着用でき る。
写主主2は，通勤，気軽な訪門に，
写真3は，写真1のスカー卜をプリ
ツスカー トに変えたものであるがブラウ
ス ・スーツの上にジャケットをはおった
セノfレーツ ・スタイルになっている。
フやラウス ・スー ツ
写真1 シャネル・スーツ
写真3 ブラウス ・スーツと上着
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図2 シャネル・スーツの裁断図
図1 タンクトップ
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